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らの聞き取り調査をもとに分析した。最後に，現時点までにおける同事業の成功点と問  
題点を考察し，林業労働への新規参入者受け入れ体制に対する課題を提示した。  




























いえる。   
もう一つの理由としては山林保有の大規模層への集中と彼らのリーダーシップがあげ  





図2 龍神村における林家（会社含む）の規模別の保有山林面積比率  
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）   表3 龍神村森林組合における事業総損益の内訳 （％）  
事業項目   1992年度   1993年度   1994年度   1995年度  4ヶ年平均  
22．6   
7．9   
8．0  
17．2  




23．1  21．5   
9．6  11．2   
1．7  －3．1  
18．1  20．0  
18．8  13．3   
5．6  10．3  
23．1  26．8  
100．0  100．0  
共販所  25．9  19．7  
加工場  9．6  1．1  






17．8  13．0  
15．0  23．0   
4．2  7．3  
11．6  18．5  
100．0  100．0  
合計金額  232．3百万円 294．8百万円 247．2百万円 255．0百万円 257．3百万円  
出典：龍神村森林組合提供資料より作成  











表4 龍神村森林組合の事業量推移（19路1995）  
素材生産量  造林面積  保育面積  用材販売量  
受託林産  買い取り  合計   
（m3）   （m3）   （m3）   （ha）   （ba）   （m3）  
1985年  5，787  5，068  10，855   58   1，059  13，764   
1986年  4，037’   9，589  13，626   76   1，393  17，008   
1987年  6，789  7，ウ28  14，517   73   1，029  18，000   
1988年  10，922   1，186  12，108   98   1，202   18，550   
1989年  6，853  3，202  10，055   51   1，210  18，575   
1990年  5，846  4，345  10，191   55   1，296  21，134   
1991年  11，211   4，Od4  15，215   77   1，043   21，559   
1992年  9，966  2，826  12，792   70   1，323  21，085   
1993年  15，088  7，620  2字，708   52   1，491   22，854   
1994年  9，541   3，070  12，611   83   897   27，080   
1995年  11．959  2．563  14．522  79  936  25．125   
出典：龍神村森林組合資料  





















は過去に林業労働の経験を持っていなかったカミ その定着率は高く，16名の採用者のう  
ち3名の離職者はあったものの13名が組合に残っている。彼らの現在の担当業務として  
は，2名が事務，3名が加工場，3名が共販所，2名が作業道開設，3名がトラック輸送  




















作業隊」として統合されており，組合長による直接統括下に置かれている。   
村からの財政的支援としては，一人5万円の支度金，採用後2年間の外部研修経費な  
らびに給与の一定割合（初年度20％，2年目10％）の補助，社会保障費用の一部負担  
図3 龍神村森林組合の組織図  
出典：龍神村森林組合提供資料より作成  
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表5 後継者対策に関する龍神村森組  
への補助金の推移  
年度  能神村  和歌山県  






















の不満を口にする可能性が高いこと，などである。   
表6に1992年以降に採用された「森林作業隊員」のプロフィールを示す。これまでに  
7人が退職しているが，そのうち6人までが1995年10月から1996年8月までの1年足ら  
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表6 龍神村森林組合森林作業隊員のプロフィール  









































































注1）1995年度における給与支給総額（単位：千円）と就労日数を示す。   
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中学校  高等学校   短大・専門学校  大学・大学院  
県   県   村   外   
外   県   県   外   
村  県  外   県   
村  
村  
村  県  
村  外  
軒  外  
村  外  
県  外  
県  外  
村  
定着  退職 定着  退職 定着  退職 定着  退職  
図4 新規参入した森林作業隊員の出身地、最終学歴、職歴と定着状況  
注：図中の村は村内＝鼻毛．県は県内出身者，外は県外出身者を示す。  
擬新卒は，高等学校中退者および大学卒集線の就職浪人着を含む。  
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図5 龍神村森林組合作業班員ならびに森林作業隊員の年齢分布   
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り，現時点で「森林作業隊員」の最高額受給者とほぼ同レベルである（注16）。   
問題は，今後のベースアップに耐えられるかということである。そこで，30歳の「森  
林作業隊員」が50歳台になる20数年後の給与を公務員並みとして現在価値で日額21，000  
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表7 龍神村森林組合における  
事業総損益の推移  





















第5節 考察   
龍神村における林業技術者の後継対策事業が順調に滑り出した理由としては，以下の  
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育・研修制度，〔5〕林業の社会的評価。   
そこで，これらの問題点を龍神村の労働力後継対策はどのように解決したかについて  
以下に考察を加えたい。   
〔1〕の貸金に関しては，生涯賃金2億円という公務員並の賃金体系を打ち出している。   
〔2〕の雇用条件についても，日曜休・有給休暇・諸手当等の整備された月給制の組  





れている。   
〔4〕の研修については，「林業技術者後継者」は就業初年度を中心に和歌山県林業セ  


























































発展がなされるのではないだろうか。   
野田は小国町におけるような若手労働力対策が成功する条件として，「県・町・森林  
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向に対しても合致している。既に，組合共販所における用材販売量の増加には市の回数  











を目指す「流域管理システム」にとっても歓迎すべきものである。   
6qOOO  
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表8 龍神村森林組合における事業総利益・純利益・人件費の近年の推移  
（円）  








































ー123－   



































































第6節 おわりに   
以上のように，本論文は龍神村における林業技術者の後継対策には評価すべき点が多  
いことを示し，さらに，龍神村森林組合が，予定通り順調にとはいえないものの，若い  
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新規参入林業労働者を獲得してきている要因についても明確にした。と同時に，木材不  
















（1）東京書籍『新しい社会5下』（1991）では，第5章「わたしたちの生酒と国土」において，   
林業を通して森林と環境を守り育てている地域として，龍神村を6頁にわたって紹介している。   
また，平成4年度林業白書においては，龍神村における花木の植栽や景観施薬を適した森林の   
美化・保全運動が，平成5年度林業自書においては，龍神村森林組合による流通・加工拠点の   
整備と住宅会社の設立がそれぞれ取り上げられている。龍神林業に関して善かれたものは過去   
にも数多いが，近年のこうした取り上げられ方は，先進林業地としての同村の位置づけを裏打   
ちするものといえる。  
（2）「林業技術者後継者育成確保対策事業」は，森林組合が雇用する新規参入林業労働者に対し   
て金銭的補助を出すことを目的として，龍神村が1992年度より単独事業として発足させた事業   
の名称である。森林組合はこの村の事業と連動する形で「林業技術者後継者」の採用を開始し   
た。募集に当たっては「森林作業隊」の名称を用いているが，これは後述するように制度的に   
は今回の「林業技術者後継者」と以前からの「青年林業士」とを統合した呼称である。ただし，   
本論文では，特にことわりのない限り「林業技術者後継者」として採用された者のみを「森林   
作業隊」と呼ぶことにする。これは両者の給与体系が異なり全く同一には扱うべきでないため   
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課業務資料によれば，1995年における村内の林業労働者数は151人となっている。そのうちの  




（7）例えば，真砂典明著『地域林業振興の一翼をになって』173pp，清文社，東京，を参照され   
たい。  
（8）龍神村における森林の個人所有者のうち，在村者は戸数では73．3％であるが面積では49．0％   
となっており，半数以上の森林が村外者の所有となっている。しかし，不在村者の80％以上が   
県内在住であり，特に中・大規模所有者には田辺市を中心とした沿岸部で製材業を営む者など   






（13）給与実績ならびに村・県から組合への助成金等に関するこの項の記述は，龍神村役場林業課   
および龍神村森林組合における筆者の聞き取り調査および提供資料による。  
（14）例えば，『読売新聞』1992年1月20日夕刊（社会面）など。  
（15）ここで考慮した屋外労働には，土場・トラック輸送・作業道開設などの業務も含めており，   
伐出および造林に限定していない。後にも触れるように，伐出に専従している者のみとした場   
合，現在のところ「森林作業隊員」のうち10名弱の者しか該当しないが，時期によって山仕事   
とその他の仕事を交替する者もあることから，ここでは「青年林業士」を含めた上で工場勤務   
や事務職専従の者を除く屋外労働従事者を総て対象と考えた。その内訳は，「森林作業隊員」が  
17名，「青年林業士」が9名であった。  
（16）龍神村森林組合における屋外労働者の貸金体系としては，現在3種類の形態が存在する。一   
つ目は従来からの請負制の伐出・造林作業班であり，二つ目は「青年林業士」，三つ目が「森林   
作業隊員」である。1995年度の実績で見ると，作業班員（伐出）の場合，25名の珪貞の平均給   
与総額は245万円，平均就業日数は207日，平均年齢は59．1歳であった。ただし，ここでいう給与   
は，チェンソーや自動車等の業務に用いる個人所有の装備にかかる費用を控除して算出した値   
で，実際には伐出班が1日1人14，000円～15，000円という単価で共同請負する形で作業を行って   
いる。また，就業日数に関しても実労働時間8時間として厳密に計算したわけではなく，やや   
多めの数字と考えて良い。なお，伐出作業班貞の最高額受給者は337万円であった。「青年林業   
士」の給与体系は組合の一般事務職貝と同一で，14名の平均給与総額は418万円，平均就業日数   
は267日，平均年齢は33．4歳であった。ここでの最高額受給者は482万円である。「森林作業隊」   
については本文中の通りで，平均給与総額は322万円，平均就業日数は264日，平均年齢は29．8歳   
であり，最高額受給者は492万円である。平均給与総額だけを単純に比較すると，三つの形態に   
かなりの給与格差があるように見えるが，伐出作業班貞の給与レベルは日当にして15，000円近く   
になっており，「森林作業隊」の上位の者とほぼ同等であり，「青年林業士」とも同等である。   
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（21）野田英志（1991）若手林業労働力確保をめぐる新たな動き。林業経済研究119：68．75。  
（22）拙著「林業労働への新規参入と林業労働者像」生物資源経済研究1（1995）を参照されたい。   
本論文は同拙著のいわば続編と位置付けることができるが，約2年間の調査時点のずれがあり，   
現在では参入後数年を経た「森林作業隊員」の中にはかなり林業あるいは組合経営に関する意   
識も高まってきている。こうした林業観の形成は仕事に対する意欲の向上につながるものであ   
るが，それが十分受けとめられないため，逆に組合側に対する不満という形になって現れつつ   
あり，後継者対策事業への新たな問題提起ともなっている。  
（23）共販所における平均丸太価格の低下に拍車をかけるものとして，林家の伐りびかえ（良材の   
出し惜しみ）がある。とりわけ，ヒノキ価格の低迷から，ヒノキ材の出荷量が減ることで平均   
価格の低下が数字的により大きくなっているものと思われる。このことは，組合の林産事業量   
の減少としても現れてきており，その影響で「森林作業隊」の伐出作業への出働日数の減少と   
共販所土場における人余り減少が起こりつつある。山に入りたいのに土場や工場でしか仕事が   
ないという状況は，若い「森林件業隊員」にとっても不満の一因となっており，以下に述べる   
問題以外にもここに木材不況による負の波及効果がみられる。  
（24）「森林作業隊」の給与水準は，公務員の新規採用から60歳定年に至る通年総収入額に準じて   
生涯賃金が約2億円となるように設定されている。そこでは，毎月の給与を高くする一方で賞   
与を少なくし，昇給を若齢へ前倒しして給与ピークが働き盛りの50歳前後にくるようにしてお   
り，新卒者の当面の年収は公務員と比べると低くなる。「公務員に準ずる」という文言だけでは   
このような給与体系が判然としておらず，それゆえに組合と「森林件業隊員」との間に認識の   
相違がみられたようである。ただし，次に述べるように中途採用者の位置づけや給与カーブそ   
のものおよびその能力差に伴う幅などについては十分な体系化がなされておらず，問題を残し   
ている。  
（25）1993年には「労働基準法」が改正され，これまで林業が適用除外であった労働時間・休憩・   
休日に関する規定（週40時間労働，1過1休日，8労働時間に対し1時間の休憩など）が，  
1994年4月から適用されることとなった（ただし3年間の猶予措置期間中は週44時間であり，  
1997年4月より正式に40時間労働が適用される）。これにより，週40時間を超える土曜日の労働   
に対しては休日出勤扱い（場合によっては超過勤務扱い）となる。また，1996年に林野三法の   
一つとして制定された「林業労働力の確保の促進に関する法律」では，都道府県ごとに林業労   
働力確保支援センターを設置し，林業事業体の雇用管理の改善ならびに事業合理化を支援する   
こととなった。具体的には，林業への就業促進のための金銭的支援を図ると共に，情報の収集   
と提供，管理者や労働者の研修，高性能林業機械の貸付等の事業を行う。  
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